
21

センサ電子レンジの自動調理における

　　　　　　　ソフト機能の現状

Trend　of　Software　Functions　of　Sensor　type　Microwave

　　　　　　　Oven　in　Automatic　Cooking

木 下 邦 夫

　人間を含めてすべての生物は、外的刺激によって反応し行動する。外的刺激の入力部が、視

覚、聴覚、触覚、嗅覚、味覚などの所謂五官（五感）である。この五官のいずれかに相当する

検知素子センサ（Sensor）が、産業機器のほか家庭用電気機器にも組込まれ、機器の自動制御

に役立っている。

　電気アイロンなどのジュール熱応用機器に採用されてきたバイメタルは、検知温度情報を機

械的変化に変換する所謂機械センサであるが、そのほかに検知情報を電子化する半導体センサ

が実用化され、機器の自動制御の電子化或いはマイクロコンピュータ化の進展に大きな役割を

荷っている。

　1978年春ろから、マイクロコンピュータの量産による低価格化が実現し、あらゆる機器への

コンピュータ化の可能性が模索的に検討され、マイクロコンピータを官命した電子レンジをは

じめ、電気洗たく機、ミシン、空調機器、TV受像機、　Video機器などの新製品の発表があい

ついだが、マイクロコンピュータを内蔵しても、本質的機能にはさして関係がない製品が出現

することが少なくなかった。この反省に立って、最近、メーカーでもマイクロコンピュータの

採用を、コンピュータ機能がフルに生かせる機器に選別する姿勢を打出している。家庭用電気

機器においては、センサがコンピュータ機能を生かす上で重要であるため、新センサの誕生が

すでにコンピュータ化された機器にも、新しいソフト機能を与えている。そのような傾向の象

徴として、センサ電子レンジが市場に出た。

　電子レンジの普及率は、約29％、その内でオーブン機能、グリル機能などの多機能、複合タ

イプが約84％、さらに複合タイプの中でもセンサタイプは構成比、55年上期16％、下期には41

％を占あ（電波新聞56年8，月10日付）、電子レンジは複合センサタイプを主流とする趨勢にあ

る。このような背景の下に、センサ電子レンジの自動調理におけるソフト機能を調査したので

報告する。
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22 センサ電子レンジの自動調理におけるソフト機能の現状

1．非接触型仕上がりセンサの導入

　調理における加熱プロセスは、食品の種類、形状、量、調理内容に対応した出力（火加減）、

出力段階ごとの時間管理といった複雑な要素をもっている。この複雑な加熱シーケンスの要求

を、初期のマイクロコンピュータ化電子レンジは実現した。すなわち、出力（火加減）と加熱

時間の組合せを、シーケンス的に2～3種類電子レンジの操作パネル面で選択してプログラム

し、サーミスタプローブ（Thermister　prove）温度センサで仕上がり温度が管理され、自動

調理を可能にした。

　しかし、プログラムの煩雑さと、プローブを食品に挿入する必要があるため、使用できない

食品があることと、衛生上の問題、プローブにコードを附属させているためターンテーブルを

使用できないことなど解決すべき点が残されていた。これらの問題点を一挙に解決したのが、

非接触タイプの仕上がりセンサの開発と電子レンジへの導入である。

　電子レンジ用非接触タイプ仕上がりセンサには、現在、雰囲気ガスセンサ、赤外線センサ、

湿度センサのほか、NTC（Negative　Temperature　Coefficient　Thermister）が実用化されて

いる。

　これらの仕上がりセンサが食品の仕上がり状態を検知し、この情報を内蔵するマイクロコン

ピュータにinputする。食品の量や形状に関係なく、簡単なスイッチタッチで自動調理が可

能になった。

雰囲気ガスセンサ（気化物センサ）

　「TGS」という商品名で市販されている。箕面市のフィガロ技術研究所の創始者、田口尚義

氏が開発したセラミック系温度センサである。このセンサは、数年オングストロームの酸化第

二錫S。02微結晶の焼結体として構成されているn型半導体である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S。02セラミックスセンサは、焼結体内部にイ

SnO2柔順糸吉｛本

　　　　　　ノ　　　　　臨，．

　　　　　Ir－PD合金線

　　　　（ヒーター兼電極）

図一1　TGSの構造

リジウムーパラジウム合金の電極を兼ねたヒー

ターコイルが組込まれ、このヒーターによっ

て、センサ表面の付着物を400℃程度の温度で

焼き切るリフレッシュ装置を内蔵する構造にな

っている。

　S。02の表面に調理の際食品から放出される

煙、におい、水蒸気などが付着すると、電子密

度が高くなり、電気抵抗が減少、その結果導電性が良くなる。この変化率は，雰囲気ガス濃度
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　　　と一定の関係がある。食品から放出される煙やにおい、水蒸気な

　　　どの微妙な気化物の量の変化を、雰囲気ガスセンサによって電気

　　　的信号に変換し、マイクロコンピュータにinputされる。　コン

　　　ビュータの固定記憶装置ROM（Read　Only　Memory）には、あら

　　　かじあ食品のグループ別に、設定された食品の仕上り具合を記憶

　　　させてあり、読み書き記憶装置RAM（Random　Access　Memory）

　　　は、電子レンジオーブン内の食品の気化物の量（仕上り具合）

　　　を、雰囲気ガスセンサからの検出情報にもとづいて記憶し、この

　　　ROMとRAMの関聯によって、食品の仕上がり温度を確認．パ

　　　ワー回路を作動させて加熱を完了する。

　　　　電子レンジでは、この雰囲気ガスセンサは、加熱を始める前の

　　　状態を検知するため、冷蔵庫から出したての冷たい食品でも、ま

　　　た室温まで温まっている食品でも仕上がりには影響しない。ま

　　　た、グリル、オーブン料理のあとで庫内温度が高くなっていて

　　　も、センサがその差を検知するので問題がない。庫内に残留して

　　　いる煙やゆげなどは、加熱スタートと同時に、ファンで庫外に排

出されるので、センサ機能に影響しない考慮がされている。

ヒュミセラム（湿度センサ）Humiceram

　このセンサは、松下電腸産業（株）の開発によるセラミック系感湿半導体センサで、電子レ

ンジの排気口に設置され、食品の仕上がり状態におけるオーブン内の相対湿度の変化を検出

し、間接的に仕上がり温度を検知する。

　ヒュミセラムは、センサ部、ピー

ター部、ベース部で構成され、セン

サ部はMgCr204（マグネシウムス

ピネル）とルチル（Tio2）からなる

金属酸化物セラミックチップ（2ma

～4ma角、厚み0．15～0．25mm）の両

面にRuO2（酸化ルテニウム）系電

極と白金一イリジウムリード線が接

着されていて、チップのまわりにリ

フレッシュ用のカンタルヒーターが

装置されている。

ヒーター（カンタル線〉

　　　　　　R．0－E極

感湿セラミックス　　　一

R、0庵極
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　　　　tjL（thセラミックスの
　　　　リード線（白金一イリジウム線）

ガードリング電極

図一3　ヒュミセラムの構造
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　　　　　　　この感湿セラミックは、　湿分の吸着に必要な1μm以下

　　　　　　の細孔分布をもつ多孔質焼結体で、水蒸気の吸着により電

，
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図一4　セラミック湿度センサ

　　　感湿特性

ンサ（NTCサーミスタ）が併用され、

気抵抗（導電性）が鋭敏に変化する。1％の低湿度でも1

秒以内に鋭く反応する。

　検知プロセスは、次のようである。電子レンジオーブン

内の食品の加熱が進行すると、庫内温度が上昇し、相対温

度が低下する。さらに加熱が進行すると、食品から水蒸気

が急激に放出される。この状態は食品の沸騰にほかならな

い。そして圏内相対湿度も急上昇する。最低に達した相対

湿度が急角度で立上る変化を検出して、マイクロコンピュ

ータにinputされ、加熱終了時点を判断。パワー回路に

信号を送って電源を切る。

　湿度センサの採用によって、食名の量に対応して加熱時

間を設定する必要がなく、食品の種類を示すタッチキーを

操作パネル面で選択するだけで、ほとんどの食名の自動調

理が可能になった。オーブン・グリル料理の場合、温度セ

　　宇内温度を検知する。

赤外線センサ（焦電形）

　焦電効果（素子材料に微小温度変化を与えたとき、表面に自発分極による変化分の電荷が発

生する）を利用した、焦電形赤外線センサが、仕上がりセンサとしては、はじめて三洋電機

（株）によって電子レンジに採用されている。

　素子材料は、タンタル酸リチウム（LiT。03）単結晶を30～50μmの薄膜状に研磨したものを

用い、センサ部として缶ケースに収めてある。これを電子レンジのオーブン中央上部に設置

　
　
’
リ

　
　
’
　
匹
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

≒

、

ソ
、

■

シ
／

台
持
支
’

ー
ー

缶ケース

ソケットピン

図一5　焦電形赤外線センサの構造
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図一6　焦電形赤外線センサ温度出力電圧特性
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し、食品から放射される赤外線による素子の温度変化を、電気信号に変換する。

　この赤外線センサは、測温速度が1／20秒と早く、精度も高く、測温範囲が一40℃から1000℃

に達する。したがって．冷凍食品の解凍、高温グリル加熱にも適合する。

　赤外線センサからの信号をもとにして、あらかじめ設定されているプログラムにそって、最

適の加熱パターンとなるように、自動的に出力（火加減）が選択され、マイクロコンピュータ

に記憶させてある食品の仕上がり温度情報との関聯において、コンピュータが調理終了の指令

をパワー回路に伝え、自動的にスイッチを切る。

NTCサーミスタ（温度センサ）

　素子材料としては、Mn、　Co、　Ni、　Fe、　Cu

などの2～4成分系酸化物焼結体が実用されて

いる。この焼結体をガラスでコーティングした

ビード形が、電子レンジに採用されている。電

子レンジの急速加熱に、小形で呼応性があり、

高温に対しては耐熱性、有機酸など腐蝕性排気

ガスに対しては耐蝕性がある。

　NTCサーミスタは、半導体で負の温度係数

（Negative　Temperature　Coefficient）をもつ

サーミスタ（Thermally　Sensitive　Resistor－

Thermistor）で、温度上昇に伴って電気抵抗

が減少する。この抵抗変化を電気信号に変換

し、温度情報としてマイクロコンピュータに

inputされる。　NTCを温度センサとして、電子

レンジの排気の温度上昇度を検出し、食品の加

熱終了時点を知り、コンピュータがパワー回路

に指令して電源を切る。

2　ソフト機能の現状

　　自動調理（Auto　Cook）の各コースは調理パ

　ターンを示し、類型のメニューはすべて調理可

能である。

ガラスコーティング

0．2Pt線

酸化物

焼結体

　　図一7
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図一8　NTCサーミスタ温度特性
　　　　電子材料（9月号、1980）
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センサ電子レンジの自動調理におけるソフト機能の現状26

センサ電：子レンジの機種（1979．12～1981．1）表一1

機　　　　　種
発売年月

メーカー 型　式 機能 使用センサ
消費電力（W）

定格高周波出力レンジ加熱強／弱（w）

価格

1979・12 シャープ R－5000
オープン

戟@ン　ジ
ガスセンサ

レンジ加熱1，000
Iーブン〃　　990
Oリル〃　1，040

500／200　相当 149，800

1980・2 シャープ R－5800
オープン

戟@ン　ジ
ガスセンサ

レンジ加熱1，000
Iープン〃　　990
Oリル〃　1，040

500／200　相当 169，800

1980・8 サンヨー EM－32
オーブンFレ　ン　ジ

赤外線センサ レンジ加熱1，050
Iープン〃　1，250

600／200相当／20相当 174，000

シャープ R－5840
オープン
戟@ン　ジ

ガスセンサ

レンジ加熱1，000
Iープン〃　　990
Oリル”　1，040

500／200　相当 169，800

1980・9

ナショナル NE－8910
オープン
戟@ン　ジ

湿度センサ

ｷ度センサ

レンジ加熱1，180
Iープン”　1，250

Oリル〃　1，080
600／180　相当 179，800

1980・11 東　　芝 ER－550

@　ST

オープン

戟@ン　ジ
ガスセンサ

レンジ加熱　990
Iーブン〃　1，220

Oリル”　1，220
500／200　相当 169，800

1980・12 シャープ R－5900
オープン
戟@ン　ジ

ガスセンサ

レンジ加熱1，030
Iーブン〃　1，100

Oリル〃　1，100
500／200　相当 198，000

1981・1 シャープ R－5850
オープン

戟@ン　ジ
ガスセンサ

レンジジ加熱1，030

Iープン”　1，100

Oリル〃　1，100
500／200　相当 175，800

センサ電子レンジの機種（1981．2～1981．8）表一一2

機　　　　　種
発売年月

メーカー 型式 機能 使用センサ
消費電力（W）

定格高周波出力レンジ加熱強／弱（紛

価格

1981・2 ナショナル NE－8000
オープン

激塔W

湿度センサ

ｷ度センサ

レンジジ加熱　930
Iープン〃　1，020

Oリル〃　1，020
500／180　相当 149，800

ナショナル NE－8050 レンジ 湿度センサ レンジ加熱　930 500／180　相当 109，800

1981・3 シャープ R－700 レンジ ガスセンサ レンジ加熱　960 89，800

サンヨー EM－20 レンジ 赤外線センサ レンジ加熱1，050 109，000

1981・4 新日本電気 MC－5500
@　　GS

オープン

激塔W
ガスセンサ

レンジ加熱1，030
Iーブン”　1，100

Oリル〃　1，100
500／200　相当 175，800

東　　芝 ER－5710
オープン

戟@ン　ジ
ガンセンサ

レンジ加熱　990
Iープン”　1，220

Oリル〃　1，220
500／200　相当 159，800

ナショナル NE－A800
オープン

激塔W

湿度センサ

ｷ度センサ

レンジ加熱1，120
Iープン〃　1，250

Oリル〃　1，230
600／180　相当 169，800

1981・8 サンヨー EM－40V
オープン

激刀@ジ
赤外線センサ レンジ加熱1，050

Iープン〃　1，250
600／200　相当 176，000

日　　立 MRO－5500

@　　S

オープン

激塔W
温度センサ

レンジ加熱　990
Iープン〃1，250
Oリル〃　1，250

500／200　相当 169，800

日　　立 MRO－5700

@　　S

オープン

戟@ンジ
温度センサ

レンジ加熱
Iープン〃　1，250

Oリル〃　1，250
500／200　相当 179，800
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表一3　メーカーが採用している自動調理の名称

メ　一　カ　一 自　動調理の　名　称

シ　ャ　一　プ おまかせ加熱・テープ加熱

サ　ン　ヨ　一 自動調理

ナショナル おまかせ調理

東　　　　芝 オートクック

日　　　　　立 カードクッキング・センサクックマチック

新日本電気 おまかせ加熱

　シャープR－50・0　日本で非接触仕上がりセンサを採用しtc最初の機種。　i調理コース14コ

ースのレンジ加熱、　3コースのレンジとグリルの組合せ加熱、計7コースの基本的メニュー

（再力嚥野菜の下ごしらえ、焼fU・t・）塵手圓調理・一スにつまみ船わせ、加熱スイ

ッチを押す。

シ・一プR－58001羅・一ス1オーブ・力口熱の9・一ス（べ一キング、・一ストチキ・、

ホイル焼etc）と発酵の3コース（予備、第一次、第二次）が新機能として加わった。そのほ

か、レンジ加熱4コース（再加熱、野菜の下ごしらえ）、レンジ、グリルの組合せ加熱2コー

ス）焼魚、グラタンetc）、レンジ、オーブンの組合せ加熱3コース　（煮もの、煮こみ、炊飯

etc）。［お好み火加減調節1自動調理の仕上がり状態が、強、弱の2段階に調整できる。加熱

キーを押す前にセットする。塵作手画　組合せ加熱の場合は、ヒーターをオーブンかグリル

に合わしておく。調理コースからメニューに合ったキーを押し、次に加熱キーを押す。

匡約加烈レンジとオーブンの組合せ加熱3コースに限って、予約時刻に加熱が自動的に開始

される。表示部蜜光表示管による温度、時間、加熱内容が表示される。またデジタル時刻

も利用できる。秒刻みで残り時間が表示される。

　シャープR－584①R－5800よりグレードアップしている点は、レンジ加熱のコースで、野菜

の下ごしらえを葉菜と根菜の2つのキーに分けたことと、あらためて、あたため3のコースに

ついて、センサの検知レベル調整を可能にした、仕上がり調節つまみ（ぬるめ、あつめ）を新

設したことである。

　シャープR－5900　この機種は、磁気テープによる自動調理が特色で、世界の先駆となっ

た・Eプ勢子操作バネ・レ上部に蒔田・トデ・キが組み込まれ、両面で18種類のメニ・　一一

が収録されているテープ（C－60）が、材料の切り方、下ごしらえの方法、味つけのこつなど

の調理手順を音声で伝える。下ごしらえなどで時間がかかるコースにくると、テープは自動停

止する。準備ができ、スタートキーを押すと再生が開始される。テープの音声トラック部分が

調理手順を指示し、信号トラックが選択したメニューにかかわる調理プログラムを、マイクロ
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コンピュータに記憶させる。この信号トラックメモリー

は、最初の8秒で、マイクロコンピュータに記憶される

ため、テーを停止したり、テープを取り出しても自動調

理は進行する。テープに収録されたメニューの選択は、

APSS（自動頭出し機構）による。選び出したいメニュ

ーの番号のキーを押して表示しておけば、自動的にその

箇所でテープが停止する。音声のみ消したテープ加熱も

可能である・IB一＿GMee能1内蔵しているテープデ・キは、

一般のテープが使用できる。　1テープ加熱の操作手圓

テープをデッキに入れ、「メニュー選択キー」を押し、

APSSによって目的のメニューが選択され、表示部にメ

ニュー一番号がデジタル表示される。次に「加熱キー」を

押す。1おまかせ加劃5コースのレンジ加熱、3コース

のレンジとグリルの組合せ加熱、計8コース。iおまか悪

三熱の操作手圓「設定キー」を押し、次におまかせ加熱

・一スから一つ腿んで押す・医示部・仕上がり調飼

　　　　　　　　　　　　　　　　R－5800と同じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　シャープR－5850R－5900と対比して、欠落機能は
図一9　シャープR－5900操作パネル
　　　　　　　　　　　　　　　　　「テープ加熱」と「奥さま加熱」における「奥さまメモ

リー」（メモリー加熱）。追加機能は「予約加熱」である。

　シャープR－700　レンジ加熱単機能タイプで、価格がはじめて10万円を切った普及型であ

る。「おまかせ加熱」5コース。仕上がり調節つまみで、仕上がり状態を加減でき、仕上がり

が近づくと、加熱ランプが点滅して報知する。

　サンヨーEM－32高周波出力を変えずに、レンジ加熱時の消費電力を同社従来品比で70W

低減させた省力化機である。これは、マグネトロン、導波管の機構を改善して変換効率を向上

させた結果である．腫調理1レンジ加熱、「あた働」6・一ス・「下ごしらえ」4・一ス・

「解凍」3コース、「解凍調理」3コース、「煮込み・煮もの」2コース、計18コース。グリル

加熱、7コースの内4コースは、レンジ加熱と電気ヒーターが秒単位で交互に作用する、ミッ

クス加熱である．オーブン加熱は7・一ス．その内ミ・クス加熱は1・一ス・1表示部品作

パネルのコースキーを押すと、加熱方法、コース番号を表示。スタートキーを押すと、加熱方

法の文字が点滅し確認させる。食品によってラップが必要なときは　「ラップ」、クックネット

を使うときは「ネット」の文字を表示する。オーブン料理や煮込み料理のときなど、時間がか

かるコースの場合は、残り時間が表示される。各キー操作、調理終了は、「ピッ」という電子

音でも確認できる。表示部は、デジタル時計としても利用できる。表示はすべて、蛍光表示管
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センサ電子レンジの自動調理におけるソフト機能の現状 29

による。i蜘ll手頑i「コースキー」の一つを選択して押し、次に「スタートキー」を押す。

　サンヨーEM－2①　レンジ単機能、同社従来品比70Wの省エネルギー設計。直藪麺理1レン

ジ加熱、20コース。「自動加熱仕上がり調節つまみ」により強、弱の調整可能。　ラップが必要

なコースの場合は、ラップ表示がされる。操作スイッチを「切」に倒しておくと「スタートキ

一」を押しても動作しないロック機構が採用されている。

　サンヨーEM・一40V　わが国で初めての音声合成シス

テム内蔵機、N－MOS（モリブデンゲートプロセス）LSI、

128KROM’　2個、4ビットマイクロコンピュータ3個で

構成、パーコール方式の音声合成を採用。全調理コース

の糊時間は合計6分．leett■ffl各・一スで雛の

「ノウハウ」を、女性の合成音声で知らせる。赤飯のコ

ースキーを押した場合の音声例：「耐熱容器二塁レ、ラ

ップヲシテ、回転受皿ノ真ン中二置イテ加熱シマショウ。

ブザーが鳴レバ取り出シテ混ぜ合ワセテフキンヲカブ

セ、10分ホド蒸ラシマショウ」レンジ加熱：あたため8

コース、下ごしらえ4コース、調理6コース、解凍3コ

ース、煮込み、煮もの3コース、計24コース。グリル加

熱：8コース、内ミックス加熱7コース、加熱時途中停

止するコースが5コース。オーブン加熱：8コース、内

ミックス加熱1コース。総計40コース、同じ系統のメニ

ュー ｪ130種以上調理可能で日常的メニューの80％をカ

バーできる。（電波新聞81，7．10付）。1仕上がり調節キー1

＄E一　4に示すように、標準に対して2段階の仕上がり調

節ができる医示部IEM－32と対比してグ・一ドア

ップしている点は、調理終了時や調理進行中でも、コー

匡≡iヨ匪≡ヨ錨

町一・番・ご噸
時刻合わせ

@早い
B口

@遅い

自動加熱言：嚇鰹糊予綴皿使用

　　　　レ

　仕上がり調節
匝］［弱め］［璽［二蔓ヨコ

…礁レンジ・［互璽ミ／㌘

Ei亟］［巫山［亟工鳩

タイマイー＝＝＝＝＝
　　　ユの　　　　　　　　　　

温臓〔｝＝＝一＝一

図一10　サンヨーEM－40V操作パネル

表一4仕上がり調節
仕上がり調節 酒　か　ん ほうれん草 じゃがいも

強　　　　め あつかん
柔らかいおひたし

｣乳食

マッシュにして

Rロッケ

標　　　　準 飲　み　頃 おひたし ポテトサラダ

弱　　　　め ぬるかん

妙めものの下ごし
轤ｦ

�yの）
おでんの

ｺごしらえ
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30 センサ電子レンジの自動調理におけるソフト機能の現状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レンジ加熱：8コース、オーブン、グリル加熱8コ

ース、オーブン加熱時ドアを開閉してから所定温度に戻るまでの加熱時間を、温度センサとマ

イクロコンピュータで検出、次に残りの加熱時間を補正設定する機構によって、予熱後に食品

を入れる際の温度低下や電圧変化に影響されず、仕上がり状態は一定となる。仕上がり調節

強、中、弱の3段階。

　ナショナル：NE－80001おまかせ調理1レンジ加熱：8コース内炊飯は、ヒーターによる追

い炊き。　匡約加劃　8コース全域に可能。12時間以内の、調理開始時刻の予約ができる。

庭上がり纈1強め、弱弱年間表示部1赤、勧2色蛍光表講が・我が国二子

レンジに初めて採用された。緑がタイマー時刻、残り時間、通常時刻などデジタル表示をし、

赤はオーブン加熱の際の町内温度を目盛の点滅で知らせる。

ナシ・ナルNE・一8050レンジ単機能、1おまかせ調理1

スキーを押すと、5秒間調理にかかった時間を知らせる機能。赤と緑の2色蛍光表示。1錘

手順1EM－32と同じ。

ナシ・ナルNE－8910　iおまかせ調理1

レンジ加熱：7コース、予約加熱付。仕上がり調節は

強、弱の2段階。表示部は緑の表示。

　ナショナルNE－A800　サンヨーEM一一40についで、

パーコール方式の音声合成システム内蔵。コース選択

時から加熱終了まで、操作の確認、使用器具、容器、

調理上の注意点、情報など調理の「ノウハウ」が男性

の声で指示。全音声の合計時間は5分。匿まかせ調理1

レンジ加熱：再加熱4コース予約加熱付。生からの加

熱4コース予約加熱付。解凍・卵料理3コース。煮込

み・炊飯5コース予約加熱付。　グリル加熱：3コー

ス。オーブン加熱：5コース。仕上がり調節は強め弱

めの2段階・匿示部的弓表示管による絶表示．

三内温度は赤の温度目盛で、注意事項は黄、残り時間、

時刻は緑のデジタル数字で表示される。1操作手順1

調理目的に合ったコースキーを押して後は音声の指示

に従う。音声合成の発声例、スポンジケーキ（19）の

キーを押した場合：「スポンジケーキデス。半泊ニ予

熱シマス。何モ入レナイデスタートボタンヲ押シテ下

サイ。約5分デ予熱が終ワリマス」　（誤ってドアを開

けたら）「予熱が終ワルマデ何モ入レナイデ下サイ」

（ドアを閉じる）「スタートボタンヲ押シテ下サイ。予

　　　　　　　　　　　o
おまかせ

?V1。。15。2。。，5。

　　　発酵
口温度目盛自体が点滅する時はお好み調理をご使用ください。

ロオー7ン温度調節口時計合わせ　　ロタイ？一・轍グラ疏t

⑩囲巴回◎
お好み調理二

季葦葺i］オ蘇
壁間調理圃　G印は予約できます
再加熱（g

1冷やこはん

　　スープ

3井

　入　宝　菜
カレー・ンチュー

生からの調節。

　キャベソ
　ほ，れん草

　　　す
カ1）フラワー

凍・卵料理

生ものの解凍

9茶わん蒸し

10茶わん蒸し
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煮こみ・炊飯（D

11築

12お
にしんの昆布巻き

　五目ごはん
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　さばの塩焼き

とりのもも焼き

オーブン料理
19

スポノンケーキ

E玉コ匝］回［：亜コ

　　　　　　　　　　　圏

図一11　ナショナルNE－A800操作パネル
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熱が終ワリマシタ。金属スノコ網ト足付オープン皿ヲオ使イ下サイ。食品ヲ入レテカラスター

トボタンヲ押シテ下サイ。スタートボタンヲ押シテ下サイ。デキ上ガリマシタ。ケーキ型カラ

取り出シテサマシテ下サイ」

東芝ER－55・S・1オー・ク。ク1

レンジ加熱：10コース、オーブン・グリ

ル加熱：10コース：特殊断熱構造の採用

で、オーブン・グリル加熱時の電気代を

約17％（同社比）節約（電波新聞56年

3．16付）i仕上がり調節1　は強、弱の2

段階、誤操作防止のロック方式を採用。

1表示部1ブルーの蛍光表示で火加減、

加熱方法、調理時間、残り時間、時刻、

温度を示す。温度、　時間はデジタル表

示．1操作調帯内容に応じて1レンジ［

キーか匿プン・グリ・レ1キーのいずれ

かを押し、　コース番号を押す。　次に必

要に応じて仕上がり調節キーを押し、

匹クスタート．1キーを押す・オーブ・

・グリル加熱の場合、予熱するときは加

熱途中で、予熱終了を電子音で知らせ

る。

　東芝ER－5710

レンシ強　弱　　オーブノ　グリル　発酵

o
身
。
自

†寸’

クック1　　2　　時間　　　温度　　予熱
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図一12東芝ER－550ST操作パネル

表示部

才一トク．アクA

コースキー0

レンジ強一

クック！ロ・

　　　　　　　　　　ER－550STよりグレードアップしている点①キー操作を一つ省略した。

（調理内容を示しているコースキーを押し、魑理スタート1キーを押すだけでよい。）②オーブ

ン・グリル加熱の際、予熱15分キープ装置をつけたこと。③青と赤の2色の蛍光表示を採用、

時間を青、温度を赤のデジタル数字で、加熱の状態は文字で表示。

日立MRO－550・s　lカードク・キ・グ1メニーカードをカードポケ・ト．に収納する

と、カード上部のパンチ部と下部の加熱時間、温度の目盛り（ユーザーの目盛り合せが必要）

によって、カードが自動的に加熱方式を選び、メニューに適した時間、温度を指示、内蔵した

マイクロコンピュータが、①レンジ加熱とグリル加熱、レンジ加熱とオーブン加熱、レンジ加

熱煮込み（スピード加熱＋ゆっくり加熱）を自動的に切替える　②裏返しを必要とするもの

は、タイミングをブザーで知らせる。③オーブンの予熱終了を報知する。④スチームの水切れ

をブザーと点滅表示で知らせる。などの働きをする。ペアスチーム、スチーム、グリル、オー

ブン、電子レンジ機能を兼ねた多機能機種である。スチームとレンジの併用加熱、レンジ加熱

とグリル加熱の組合せ、レンジ加熱とオーブン加熱の組合せの該当カードは16枚で、全部で45
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32 センサ電子レンジの自動調理におけるソフト機能の現状

メニュー、45枚。　カードの裏面は、材料、作り方、使用調理器などが説明されている。

1センサク・クマチ・クlr低め1」「働2」「標準」「高め」の4ステ・プ・・酒のカ・ん・冷ごは

んのあたため、野菜のゆでもの、冷凍シューマイの解凍・調理に利用。医示部1緑の蛍光表

示、セ・トされ勧嚥方式、加熱の残り時間はデジタル表示・1操作手骨カードク・キ・グの

場合＝カードをカードポケットに入れ、操作パネルのタイマーつまみとオーブン自動セットボ

タン押すを押し、温度調節つまみを、カード下部の目盛に合わせる。次にスタートボタンを押

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボタンを押す．セ・サク・クマチ・クの場合・調節つまみを睡に合わせ1ク・クマチ・ク1

し、次に1スタート1ボタンを押す。

　日　立　MRO－5700S　日立MRO－5500Sよりグレードアップした点。①カードのオートセッ

ト化。　（下ごしらえの際、調理

指示ボタンを手動操作する必要

をなくした）②センサ機能の充

実（センサクックマチックの利

用範囲を拡大して、根菜類の調

理を可能にした。また、センサ

クックマチックの温度は、目盛

の二中間でも二段階に調節でき

る。）③記憶カード（3枚）の

採用：レンジへの記憶のさせ方

は、カードに加熱方法、加熱時

間、加熱温度を鉛筆で記入し

て、調理指示ボタンで加熱方

法をマイクロコンピュータに

inputし、タイマーつまみ、オ

ーブン温度調節つまみを合わ

せ、自動セットボタンを押すと

記憶完了となる。オリジナルメ　　　　　　　図一13日立MRO－5700S操作パネル

ニューとして利用できる。

　新日本電気（NEC）MC－5500GS　匿ま添せ加熱1：レンジ加熱5コース。オーブン加熱9

コース。レンジ・オーブン組合せ加熱（煮込・炊飯）2コース。レンジ・グリル組合せ加熱（焼

　　　　　　　　　3分
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おまかせ加熱のとき、表示部に加熱時間が表示されるときに押すと、加熱時間を1分単位で増

減できる。医三門青の蛍光表示管で、時刻、食品に適した加熱時間、調理残り時間、予約

時間、温度がデジタル数字で、加熱方法が文字で表示される。1藻作手頑1ヒーターつまみの位
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置は、レンジ加熱、オーブン加熱またはそれ

らの組合せ加熱のときは、オーブンの位置

に、グリル加熱のときは、ヒータを食品の約

3cm上程度に近づけておく。　①設定キーを

押す　②目的の調理に適したコースサーを押

す③1加熱1キーを押す。

まとめと展望

低　グりル〔ヒーター高さ）　高　一網■

印
1

　　　加熱@！5，0〃予熱　才一フン

おまかせ加熱
奥さ

ﾋ［i手巫騨

癖図日團
欝鳩

団［ヨ團 赫欝・．

□［豆コ 下蚕し蜜

刹ル

mコ［藍］隣2

国［コ［璽コ團
d豊凶［璽］團幽囚團［巫羽

四□国璽
・・ @避難回［コ

。誓力1り響・

設定キー

33

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レンジ加熱

　単相100V電源の家庭用電子レンジが市販

されて8年、1973年に実施したアンケート調

査（1973年度、大阪私立短期大学協会の研究

報告）によると、「電子レンジを購入して期

待ほどでなかった理由」の調査項目で「電子

レンジによる調理のこつがわからない」とい

う回答が最も多く、22．9％を占めた。電子レ

ンジは、所謂秒速調理であるため、食品の量

・調理内容によって、出力（火加減）及び加

熱時間の割出し、それに関聯するパネル面操

作の複雑性といった要因がそのような回答と

して現われたものと思われる。　　　　　　　　　図一14NECMC－5500GS操作・xoネル

　1977年にマイクuコンピュータを内蔵しtc電子レンジ（ナショナルNE－6900、シャープR－

9000）が市販されているが、プログラミングが煩雑であるソフト機能の点で、次のセンサ電子

レンジにgradeupされたのである。センサ電子レンジは、あらかじめ内蔵するマイクロコンピ

ュー ^に、調理内容に対応して出力、加熱方法、加熱時間を記憶させてあり、仕上がりセンサ

で加熱終了時期を検出する方式を基調としており、操作が極めて単純化された。ラップの必要

性の指示、予熱、調理途次のかき混ぜ、裏返しといった調理の手順、コッなどは、磁気テープ

（シャープ）、音声合成（ナショナル、サンヨー）、カード（日立）に情報化されているが、そ

れぞれ畏所、短所があり、シャープ、日立は情報量を多くできるが、操作が少しめんどうであ

り、サンヨー、　ナショナルは情報量はROMにより制約されるたあ少ないが操作は簡単であ

る。これからは、情報量、操作性の点でさらに改善が進むことと思われる。またセンサにおい

ても、ガス、湿度、温度などの単一機能素子型から、ガス、湿度或いは温度、湿度の複合機能

センサスのgradeup、電子レンジ用のカラーセンサの開発、実用化といっtc当面の課題を克

服して、電子レンジに新しいソフト機能が開発される可能性の余地を残している。　　（以上）
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